
 

 

平成 22 年 12 月 22 日 

各 位 

会 社 名  SBI ネットシステムズ株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 内山 昌秋 

（コード番号 2355 東証マザーズ） 

問 い合 せ先  経 営 企 画 部 長 前田 真嗣 

電 話 番 号  03-5206-3081（代表） 

    

((((訂正訂正訂正訂正))))    「「「「平成平成平成平成 21212121 年年年年 3333 月期月期月期月期    第第第第 1111 四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信」」」」のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

当社は、平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」において、過

年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線  を付して表示しております。 

 

記 

1． 訂正の経緯 

平成 22 年 7 月 28 日付「当社の前身である旧株式会社シーフォーテクノロジーにおける会計処理に関

する調査委員会の設置について」及び平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に

関するお知らせ」をご参照ください。 

 

2． 訂正を行う決算短信の概要 

決算期  平成 21 年 3 月期 第 1 四半期 

公表日  平成 20 年 7 月 29 日 

 

以 上 
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(百万円未満切捨て) 

(訂正前) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

 
  
  

 

 
  

平成21年３月期 第１四半期決算短信
平成20年７月29日

上 場 会 社 名 株式会社シーフォーテクノロジー 上場取引所 東証マザーズ

コ ー ド 番 号 2355 URL http://c4t.jp/

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)内山 昌秋
問合せ先責任者 (役職名)企画管理本部長 (氏名)塩崎 將朗 TEL (03)5447―2551(代表)

四半期報告書提出予定日 平成20年８月７日

1. 平成21年３月期第１四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第１四半期 1,404 ─ 15 ─ 20 ─ △28 ─

20年３月期第１四半期 667 371.9 △141 ─ △159 ─ △174 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円銭 円銭

21年３月期第１四半期 △151.61 ─
20年３月期第１四半期 △2,967.59 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

21年３月期第１四半期 4,265 39 0.9 197.79

20年３月期 3,895 70 1.7 338.56

(参考) 自己資本 21年３月期第１四半期 37百万円 20年３月期 64百万円
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(訂正後) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

 
  

 

     

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第１四半期 1,400 109.7 27 ─ 32 ─ △16 ─

20年３月期第１四半期 667 215.7 △133 ─ △150 ─ △172 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円銭 円銭

21年３月期第１四半期 △88.07 ─
20年３月期第１四半期 △2,935.25 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

21年３月期第１四半期 4,183 △39 △1.0 △220.43

20年３月期 3,801 △20 △0.7 △143.19

(参考) 自己資本 21年３月期第１四半期 △41百万円 20年３月期 △27百万円
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(訂正前) 

当第１四半期における我が国経済は、サブプライムローン問題等による世界金融市場の混乱、また原油
等の各種原材料価格の上昇により、景気の減速感が強まっております。  
 当社グループが属する情報サービス産業においては、日本版SOX法への対応や金融業界での積極的な投
資が持続し、情報関連投資は堅調に推移しております。  
 このような状況の中、当社は、平成20年４月１日付でトレードウィン株式会社およびSBIテック株式会
社を新たに子会社化し、既存の情報セキュリティ分野と密接に関連する金融システム分野へと事業領域を
拡大しました。  
 トレードウィン株式会社およびSBIテック株式会社は、金融機関のニーズを取り込み、順調に業績を拡
大させたため、当社グループの売上、利益はともに、前年同期に比べて大きく伸びました。  
 また子会社が債務保証先に貸付を行ったため、当該貸付金相当額の債務保証損失引当金戻入額を特別利
益に計上し、当該貸付金に対しては貸倒引当金繰入額を特別損失に計上しております。  
 その結果、当第１四半期の売上高は1,404百万円（前年同期の売上高667百万円）、営業利益は15百万円
（前年同期の営業利益△141百万円）、経常利益は20百万円（前年同期の経常利益は△159百万円）、四半
期純利益△28百万円（前年同期の四半期純利益△174百万円）となりました。  
  

品目別の業績は、次のとおりであります。  
なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。 

  
① 受託開発 

受託開発を主力とするトレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の２社が当四半期会計期間より
連結子会社となり、売上高は前年同期比70.0%増の880百万円となりました。 
  

② 運用・保守 
トレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の金融システム運用・保守業務が順調に推移し、売上

高は前年同期比4,654.1%増の445百万円となりました。 
  

③ コンサルティング 
既存のセキュリティコンサルティングに、トレードウィン株式会社のシステムコンサルティングが

加わり、売上高は前年同期比268.1%増の36百万円となりました。 
  

④ 製品等販売 
トレードウィン株式会社における製品販売が加算されたものの、前第１四半期会計期間に大型案件

に伴う機器販売があり、その売上を下回ったため、売上高は前年同期比79.5%減の20百万円となりまし
た。 
  

⑤ その他 
上記に区分されないその他の売上高は前年同期比28.4%減の21百万円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(訂正後) 

当第１四半期における我が国経済は、サブプライムローン問題等による世界金融市場の混乱、また原油
等の各種原材料価格の上昇により、景気の減速感が強まっております。  
 当社グループが属する情報サービス産業においては、日本版SOX法への対応や金融業界での積極的な投
資が持続し、情報関連投資は堅調に推移しております。  
 このような状況の中、当社は、平成20年４月１日付でトレードウィン株式会社およびSBIテック株式会
社を新たに子会社化し、既存の情報セキュリティ分野と密接に関連する金融システム分野へと事業領域を
拡大しました。  
 トレードウィン株式会社およびSBIテック株式会社は、金融機関のニーズを取り込み、順調に業績を拡
大させたため、当社グループの売上、利益はともに、前年同期に比べて大きく伸びました。  
 また子会社が債務保証先に貸付を行ったため、当該貸付金相当額の債務保証損失引当金戻入額を特別利
益に計上し、当該貸付金に対しては貸倒引当金繰入額を特別損失に計上しております。  
 その結果、当第１四半期の売上高は1,400百万円（前年同期の売上高667百万円）、営業利益は27百万円
（前年同期の営業利益△133百万円）、経常利益は32百万円（前年同期の経常利益は△150百万円）、四半
期純利益△16百万円（前年同期の四半期純利益△172百万円）となりました。  
  

品目別の業績は、次のとおりであります。  
なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。 

  
① 受託開発 

受託開発を主力とするトレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の２社が当四半期会計期間より
連結子会社となり、売上高は前年同期比70.0%増の880百万円となりました。 
  

② 運用・保守 
トレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の金融システム運用・保守業務が順調に推移し、売上

高は前年同期比4,654.1%増の445百万円となりました。 
  

③ コンサルティング 
既存のセキュリティコンサルティングに、トレードウィン株式会社のシステムコンサルティングが

加わり、売上高は前年同期比226.4%増の31百万円となりました。 
  

④ 製品等販売 
トレードウィン株式会社における製品販売が加算されたものの、前第１四半期会計期間に大型案件

に伴う機器販売があり、その売上を下回ったため、売上高は前年同期比79.5%減の20百万円となりまし
た。 
  

⑤ その他 
上記に区分されないその他の売上高は前年同期比28.4%減の21百万円となりました。 
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(訂正前) 

(1) 資産、負債及び純資産の状況 
  ① 資産 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ369百万円増加し、
4,265百万円となりました。これは、トレードウィン株式会社およびSBIテック株式会社の全株式を
取得したこと等により現金及び預金が1,497百万円減少した一方、２社が連結子会社となったこと等
により、現預金以外の流動資産が634百万円、固定資産が1,232百万円それぞれ増加したことがその
主な要因であります。 
  

  ② 負債 
当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ401百万円増加し、4,225

百万円となりました。これは、新たな子会社２社の連結により流動負債が387百万円増加したことが
その主な要因であります。 
  

 ③ 純資産 
当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ31百万円減少し、39百

万円となりました。これは、当第１四半期当期純損失28百万円がその主な要因であります。 
  

(訂正後) 

(1) 資産、負債及び純資産の状況 
  ① 資産 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ381百万円増加し、
4,183百万円となりました。これは、トレードウィン株式会社およびSBIテック株式会社の全株式を
取得したこと等により現金及び預金が1,497百万円減少した一方、２社が連結子会社となったこと等
により、現預金以外の流動資産が634百万円、固定資産が1,244百万円それぞれ増加したことがその
主な要因であります。 
  

  ② 負債 
当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ401百万円増加し、4,223

百万円となりました。これは、新たな子会社２社の連結により流動負債が387百万円増加したことが
その主な要因であります。 
  

 ③ 純資産 
当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ19百万円減少し、△39

百万円となりました。これは、当第１四半期当期純損失16百万円がその主な要因であります。 
  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(訂正前) 

  

5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円） 

当第1四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 614,971 2,112,314 

受取手形及び売掛金 600,617 446,706

製品 71,088 8,199

仕掛品 267,561 26,287

その他 417,087 237,628

貸倒引当金 △156,648 △153,555

流動資産合計 1,814,677 2,677,581

固定資産 

有形固定資産 215,909 36,493 

無形固定資産 

のれん 931,209 427,993 

ソフトウェア 515,969 302,089

ソフトウエア仮勘定 97,321 － 

その他 464 86 

無形固定資産合計 1,544,965 730,168

投資その他の資産 

長期貸付金 1,092,220 1,082,322

その他 675,698 433,023

貸倒引当金 △1,078,265 △1,064,258

投資その他の資産合計 689,653 451,088

固定資産合計 2,450,529 1,217,750

資産合計 4,265,206 3,895,331

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 312,849 152,803 

短期借入金 120,000 50,000 

1年内返済予定の長期借入金 9,996 9,996 

1年内償還予定の社債 200,000 220,000 

未払法人税等 32,077 44,507

賞与引当金 38,981 65,808 

その他 339,843 122,820

流動負債合計 1,053,747 665,934

固定負債 

転換社債型新株予約権付社債 3,000,000 3,000,000 

長期借入金 2,511 5,010 

退職給付引当金 67,176 71,145 

債務保証損失引当金 62,949 82,367 

その他 39,234 － 

固定負債合計 3,171,870 3,158,522 

負債合計 4,225,618 3,824,457
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（単位：千円） 

当第1四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,161,434 2,161,434 

資本剰余金 2,087,511 2,087,511 

利益剰余金 △4,206,772 △4,177,936

自己株式 △3,484 △3,357 

株主資本合計 38,688 67,651

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △1,072 △3,261 

評価・換算差額等合計 △1,072 △3,261 

新株予約権 1,972 － 

少数株主持分 － 6,483 

純資産合計 39,588 70,874

負債純資産合計 4,265,206 3,895,331
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(訂正後) 

  

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 614,971 2,112,314

受取手形及び売掛金 600,617 446,706

製品 71,088 8,199

仕掛品 267,561 26,287

その他 420,283 240,824

貸倒引当金 △156,648 △153,555

流動資産合計 1,817,873 2,680,777

固定資産

有形固定資産 215,909 36,493

無形固定資産

のれん 931,209 427,993

ソフトウェア 430,959 204,994

ソフトウエア仮勘定 97,321 －

その他 464 86

無形固定資産合計 1,459,955 633,073

投資その他の資産

長期貸付金 1,079,111 1,069,213

その他 675,698 433,023

貸倒引当金 △1,065,155 △1,051,148

投資その他の資産合計 689,653 451,088

固定資産合計 2,365,519 1,120,655

資産合計 4,183,392 3,801,433

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 312,849 152,803

短期借入金 120,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 9,996 9,996

1年内償還予定の社債 200,000 220,000

未払法人税等 29,801 42,231

賞与引当金 38,981 65,808

その他 339,843 122,820

流動負債合計 1,051,471 663,658

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 3,000,000 3,000,000

長期借入金 2,511 5,010

退職給付引当金 67,176 71,145

債務保証損失引当金 62,949 82,367

その他 39,234 －

固定負債合計 3,171,870 3,158,522 

負債合計 4,223,342 3,822,181
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,161,434 2,161,434

資本剰余金 2,087,511 2,087,511

利益剰余金 △4,286,310 △4,269,559

自己株式 △3,484 △3,357

株主資本合計 △40,848 △23,971

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,072 △3,261

評価・換算差額等合計 △1,072 △3,261

新株予約権 1,972 －

少数株主持分 － 6,483

純資産合計 △39,949 △20,748

負債純資産合計 4,183,392 3,801,433
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(訂正前) 

 

(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：千円） 

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

売上高 1,404,233

売上原価 1,081,118

売上総利益 323,114

販売費及び一般管理費 

給料及び手当 84,883 

その他 223,218 

販売費及び一般管理費合計 308,101 

営業利益 15,013

営業外収益 

負ののれん償却額 5,243 

その他 1,487 

営業外収益合計 6,731 

営業外費用 

支払利息 1,461 

その他 0 

営業外費用合計 1,462 

経常利益 20,282

特別利益 

債務保証損失引当金戻入額 19,418 

その他 925 

特別利益合計 20,343 

特別損失 

貸倒引当金繰入額 14,007 

その他 2,292 

特別損失合計 16,299 

税金等調整前四半期純利益 24,326

法人税、住民税及び事業税 26,518 

法人税等調整額 26,644 

法人税等合計 53,162 

四半期純利益 △28,835
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（訂正後） 

 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 1,400,153

売上原価 1,064,953

売上総利益 335,199

販売費及び一般管理費

給料及び手当 84,883

その他 223,218

販売費及び一般管理費合計 308,101

営業利益 27,098

営業外収益

負ののれん償却額 5,243

その他 1,487

営業外収益合計 6,731

営業外費用

支払利息 1,461

その他 0

営業外費用合計 1,462

経常利益 32,367

特別利益

債務保証損失引当金戻入額 19,418

その他 925

特別利益合計 20,343

特別損失

貸倒引当金繰入額 14,007

その他 2,292

特別損失合計 16,299

税金等調整前四半期純利益 36,411

法人税、住民税及び事業税 26,518

法人税等調整額 26,644

法人税等合計 53,162

四半期純損失（△） △16,750
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(訂正前) 

 

(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円） 

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 24,326

減価償却費 95,058

のれん償却額 25,813 

負ののれん償却額 △5,243 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,477 

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,827 

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △19,418 

受取利息及び受取配当金 △815 

支払利息 1,461 

有形固定資産売却損益（△は益） △925 

売上債権の増減額（△は増加） △2,956 

たな卸資産の増減額（△は増加） △134,185 

仕入債務の増減額（△は減少） 113,871 

その他 △76,779 

小計 8,858 

利息及び配当金の受取額 796 

利息の支払額 △1,613 

法人税等の還付額 11,040 

法人税等の支払額 △158,616 

営業活動によるキャッシュ・フロー △139,535 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △19,548 

有形固定資産の売却による収入 3,500 

無形固定資産の取得による支出 △66,064 

敷金の差入による支出 △2,238 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出 

△1,205,713 

投資有価証券の取得による支出 △979 

投資有価証券の売却による収入 1,360 

子会社株式の取得による支出 △6,000 

貸付けによる支出 △10,167 

貸付金の回収による収入 670 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,305,182 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の返済による支出 △30,000 

長期借入金の返済による支出 △2,499 

社債の償還による支出 △20,000 

自己株式の取得による支出 △126 

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,625 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,497,343 

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314 

現金及び現金同等物の四半期末残高 589,971 
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（訂正後） 

 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 36,411

減価償却費 82,973

のれん償却額 25,813

負ののれん償却額 △5,243

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,477

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,827

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △19,418

受取利息及び受取配当金 △815

支払利息 1,461

有形固定資産売却損益（△は益） △925

売上債権の増減額（△は増加） △2,956

たな卸資産の増減額（△は増加） △134,185

仕入債務の増減額（△は減少） 113,871

その他 △76,779

小計 8,858

利息及び配当金の受取額 796

利息の支払額 △1,613

法人税等の還付額 11,040

法人税等の支払額 △158,616

営業活動によるキャッシュ・フロー △139,535

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △19,548

有形固定資産の売却による収入 3,500

無形固定資産の取得による支出 △66,064

敷金の差入による支出 △2,238

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,205,713

投資有価証券の取得による支出 △979

投資有価証券の売却による収入 1,360

子会社株式の取得による支出 △6,000

貸付けによる支出 △10,167

貸付金の回収による収入 670

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,305,182

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △30,000

長期借入金の返済による支出 △2,499

社債の償還による支出 △20,000

自己株式の取得による支出 △126

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,625

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,497,343

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314

現金及び現金同等物の四半期末残高  589,971
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(訂正前) 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間において、営業利益は15百万円となったものの、四半期
純利益は△28百万円となり、また営業活動によるキャッシュ・フローは△139百万円となりました。  

前連結会計年度まで２期連続で営業利益および当期純利益がマイナスとなっており、営業活動による
キャッシュ・フローもマイナスが続いております。  
 当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が生じております。  
 当社グループは、当該状況を解消すべく下記対策を推進してまいります。  
  

① 収益基盤の強化 
当社は、SBIイー・トレード証券株式会社（平成20年７月１日より株式会社SBI証券に社名変更）

の完全子会社で証券会社向けシステム構築・運用に強みを持つシステム会社２社の全株式を平成20
年４月１日に取得しました。当社は、SBIグループ内企業のシステム構築・維持管理を行う「システ
ム関連生態系」のコア企業として、従来の事業をベースに据えつつ、金融システム等の関連分野に
も積極的に事業領域を拡大しております。  
 当第１四半期連結会計期間においては、新たな２社の連結により、営業利益は15百万円と黒字転
換を果たしました。  
 今後につきましては、抜本的な事業再構築を進めていくことにより、収益基盤を強化し、営業利
益の確保および営業キャッシュ・フローの獲得に取り組んでまいります。  
  

② 管理体制の強化 
当社グループは、前連結会計年度まで２期連続で投融資等に関連する特別損失を計上しました。

これは主に投融資等が当初期待した成果を上げることができなかったことによります。  
 当社グループは、投融資等の重要な意思決定プロセスを見直し、審査機能を強化した決裁の仕組
みを整備・運用してまいります。またグループ全体の管理部門を統合し、コスト削減を行うととも
に、適切な意思決定や業務遂行をサポートする内部統制システムを整備・運用してまいります。  
  
連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を連結財務

諸表には反映しておりません。 

  

(訂正後) 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間において、営業利益は27百万円となったものの、四半期
純利益は△16百万円となり、また営業活動によるキャッシュ・フローは△139百万円となりました。  

前連結会計年度まで５期連続で営業利益および当期純利益がマイナスとなっており、営業活動による
キャッシュ・フローもマイナスが続いております。  
 当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が生じております。  
 当社グループは、当該状況を解消すべく下記対策を推進してまいります。  
  

① 収益基盤の強化 
当社は、SBIイー・トレード証券株式会社（平成20年７月１日より株式会社SBI証券に社名変更）

の完全子会社で証券会社向けシステム構築・運用に強みを持つシステム会社２社の全株式を平成20
年４月１日に取得しました。当社は、SBIグループ内企業のシステム構築・維持管理を行う「システ
ム関連生態系」のコア企業として、従来の事業をベースに据えつつ、金融システム等の関連分野に
も積極的に事業領域を拡大しております。  
 当第１四半期連結会計期間においては、新たな２社の連結により、営業利益は27百万円と黒字転
換を果たしました。  
 今後につきましては、抜本的な事業再構築を進めていくことにより、収益基盤を強化し、営業利
益の確保および営業キャッシュ・フローの獲得に取り組んでまいります。  
  

② 管理体制の強化 
当社グループは、前連結会計年度まで２期連続で投融資等に関連する特別損失を計上しました。

これは主に投融資等が当初期待した成果を上げることができなかったことによります。  
 当社グループは、投融資等の重要な意思決定プロセスを見直し、審査機能を強化した決裁の仕組
みを整備・運用してまいります。またグループ全体の管理部門を統合し、コスト削減を行うととも
に、適切な意思決定や業務遂行をサポートする内部統制システムを整備・運用してまいります。  
  
連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を連結財務

諸表には反映しておりません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記
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前四半期連結損益計算書 

(訂正前) 

 

「参考資料」

（要約） （単位：千円）

科目
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年６月30日）

金額

Ⅰ 売上高 667,662

Ⅱ 売上原価 532,864

   売上総利益 134,798

Ⅲ  販売費及び一般管理費

 役員報酬 32,727

 給与手当 79,685

 減価償却費 18,909

 賞与引当金繰入額 4,389

 退職給付費用 667

 研究開発費 28,509

 その他 111,896 276,785

   営業損失 141,987

Ⅳ 営業外収益

 受取利息 661

 受取配当金 270

 その他 305 1,237

Ⅴ 営業外費用

 支払利息 1,782

 持分法による投資損失 16,694

 その他 32 18,509

   経常損失 159,260

Ⅵ 特別利益

 事業移転利益 7,922

 債務保証損失引当金戻入 14,000 21,922

Ⅶ 特別損失

 固定資産除却損 138

 貸倒引当金繰入額 29,000 29,138

   税金等調整前四半期純損失 166,475

 法人税、住民税及び事業税 967

 法人税等調整額 10,492 11,459

 少数株主損失 3,749

   四半期純損失 174,186
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(訂正後) 

 

（要約） （単位：千円）

科目
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年６月30日）

金額

Ⅰ 売上高 667,662

Ⅱ 売上原価 524,529

   売上総利益 143,133

Ⅲ  販売費及び一般管理費

 役員報酬 32,727

 給与手当 79,685

 減価償却費 18,909

 賞与引当金繰入額 4,389

 退職給付費用 667

 研究開発費 28,509

 その他 111,896 276,785

   営業損失 133,652

Ⅳ 営業外収益

 受取利息 661

 受取配当金 270

 その他 305 1,237

Ⅴ 営業外費用

 支払利息 1,782

 持分法による投資損失 16,694

 その他 32 18,509

   経常損失 150,925

Ⅵ 特別利益

 事業移転利益 7,922

 債務保証損失引当金戻入 14,000 21,922

Ⅶ 特別損失

 固定資産除却損 138

 貸倒引当金繰入額 29,000

 取引修正損 6,436 35,574

   税金等調整前四半期純損失 164,577

 法人税、住民税及び事業税 967

 法人税等調整額 10,492 11,459

 少数株主損失 3,749

   四半期純損失 172,288
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前四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(訂正前) 

 

「参考資料」

（要約） （単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成19年４月１日 

 至 平成19年６月30日）

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 税金等調整前四半期純損失 △166,475

 減価償却費 83,979

 のれん償却額 13,088

 貸倒引当金の増加額 29,000

 賞与引当金の減少額 △22,114

 債務保証損失引当金の減少額 △14,000

 受取利息及び受取配当金 △931

 支払利息 1,782

 持分法による投資損失 16,694

 固定資産除却損 138

 事業移転利益 △7,922

 売上債権の減少額 233,505

 たな卸資産の増加額 △3,364

 仕入債務の減少額 △45,510

 その他 △178,627

    小計 △60,757

 利息及び配当金の受取額 1,572

 利息の支払額 △816

 法人税等の支払額 △2,451

 営業活動によるキャッシュ・フロー △62,453

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

 有形固定資産の取得による支出 △1,639

 有形固定資産の売却による収入 352

 無形固定資産の取得による支出 △51,681

 事業移転による収入 24,000

 貸付による支出 △48,027

 貸付金の回収による収入 32,972

 投資有価証券の取得による支出 △892

 その他 △1,270

 投資活動によるキャッシュ・フロー △46,187

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

 短期借入金の純増加額 50,000

 長期借入金の返済による支出 △6,399

 社債の償還による支出 △20,000

 自己株式の取得による支出 △44

 財務活動によるキャッシュ・フロー 23,556

Ⅳ  現金及び現金同等物の減少額 △85,084

Ⅴ  現金及び現金同等物の期首残高 512,219

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 427,135
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(訂正後) 

 
  

（要約） （単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成19年４月１日 

 至 平成19年６月30日）

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 税金等調整前四半期純損失 △164,577

 減価償却費 75,645

 のれん償却額 13,088

 貸倒引当金の増加額 29,000

 賞与引当金の減少額 △22,114

 債務保証損失引当金の減少額 △14,000

 受取利息及び受取配当金 △931

 支払利息 1,782

 持分法による投資損失 16,694

 固定資産除却損 138

 事業移転利益 △7,922

 売上債権の減少額 90,705

 たな卸資産の増加額 △20,572

 仕入債務の減少額 △233,241

 その他 175,548

    小計 △60,758

 利息及び配当金の受取額 1,572

 利息の支払額 △816

 法人税等の支払額 △2,451

 営業活動によるキャッシュ・フロー △62,453

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

 有形固定資産の取得による支出 △1,639

 有形固定資産の売却による収入 352

 無形固定資産の取得による支出 △51,681

 事業移転による収入 24,000

 貸付による支出 △48,027

 貸付金の回収による収入 32,972

 投資有価証券の取得による支出 △892

 その他 △1,270

 投資活動によるキャッシュ・フロー △46,187

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

 短期借入金の純増加額 50,000

 長期借入金の返済による支出 △6,399

 社債の償還による支出 △20,000

 自己株式の取得による支出 △44

 財務活動によるキャッシュ・フロー 23,556

Ⅳ  現金及び現金同等物の減少額 △85,084

Ⅴ  現金及び現金同等物の期首残高 512,219

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 427,135

― 19 ―




